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１. 事業概要 

本事業は，小田急電鉄小田原

線代々木上原駅付近から梅ヶ丘

駅付近までの約 2.2 ㎞を連続立

体交差化し，東北沢駅付近から

梅ヶ丘駅付近までの約 1.6 ㎞の

複々線化を合わせて行うもので

ある．図 1，2 に事業区間の全体

平面図および縦断図を示す． 

主な構造形式は開削工法に

よる 4 線箱型トンネルであるが，

下北沢駅付近の一部では開削工

法とシールド工法を用いた 2 線

2 層式トンネルとなる． 

２. 工事区分 

本工事は１期施工と２期施工に区分され，図 1，2 に示す通り，全体を 5 工区に分割して施工する．第 1，2，4

および 5 工区は，1 期施工において在来線を仮受けした後に地下構造物を構築する．第 3 工区では，1 期施工にてシ

ールドトンネルと下北沢駅の一部を構築した後に 2 期施工にて在来線を地下化し，残りの地下躯体を構築する． 

本編およびその 2・その 3 においては，開削工法とシールド工法を用いる第 3 工区の工事内容およびセグメント

の設計方法について説明する． 

３. 第３工区工事概要 

第 3 工区は，地下に急行線（シール

ドトンネル）と緩行線（ボックスカルバ

ート）およびシールドセグメントの切拡

げにより下北沢駅を構築する工事であ

り，施工延長は約 645m となる．これ以

降において，セグメントの切拡げを伴い，

RC 躯体と一体化する下北沢駅部約

200m 区間を駅部切拡げ部，RC 躯体と

一体化しない区間を一般部と称する．図

3，4，5 に駅部切拡げ部および一般部断
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図 3 駅部切拡げ部および一般部概要図 
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面概要図，第 3 工区全体平面図および土質縦断図を示す．図 5 から分かるようにシールドトンネルは良好な上総層

（N 値 50 以上）内に位置する． 

４. 施工手順 

第 3 工区の施工手順を以下に示す． 

(1) 1 期施工 
1) シールド掘進 
2) 下北沢駅部切拡げによる駅舎躯体の構築 
3) 現在線の地下化 
(2) 2 期施工 
1) 営業線上部の開削による一般部躯体構築，駅部の残躯体施工 
2) 地下複々線化 
５. セグメントの設計概要 

 セグメントの設計を行うにあたって，駅部切拡げ部および一般部と

もに施工時の影響が支配的であると考え，施工手順を考慮した逐次解

析によってセグメント仕様を決定することとした．駅部切拡げ部およ

び土留壁をセグメント以深まで根入れさせた一般部（土留め根入有

部）において検討した内容を示す． 
(1)  駅部切拡げ部 

1) セグメント種別 
2) RC 躯体のモデル化方法 
3) 施工手順の影響 
4) 仮設部材配置 
5) セグメント継手構造 

(2)  一般部（土留根入有部） 
1) 施工手順の影響 
2) 併設トンネルによる影響 
3) 上部開削による影響 
4) 土留め壁からの影響 
5) セグメント種別 
6) セグメント継手構造 

セグメント外径はφ8100mm，駅部切

拡げ部および一般部（土留め根入有部）

のセグメント厚は t=300mm である．駅

部切拡げ部には施工性を勘案して鋼製

セグメントを採用し，一般部には曲げに

対する優位性からダクタイルセグメン

トを採用している．設計内容については，

その 2・その 3 にて示す． 
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図 5 第 3 工区土質縦断図 
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図 7 一般部施工手順概要 

図 6 駅部切拡げ部施工手順概要 
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